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企画、財務、総務、会計等に関すること
福祉、教育、環境衛生等に関すること
観光・商工業、農業、林業等に関すること
都市計画、道路、上下水道等に関すること
市の予算・決算に関すること

所管する事務

本会議は、議員全員で構成される会議です。議案を審議したり、市や議会の意思
を決定する会議です。

議会運営委員会は、議会の円滑な運営を図るための委員会です。

特別委員会は、必要な場合に議会の議決で設置します。令和５年10
月に議会評価特別委員会を設置し、議会評価について調査・研究し
ています（議会評価については20ページ参照）。

議長、副議長、所属議員が３人以上の会派の代表者で構成し、会派間の調
整及び協議を行います。

全議員で構成する会議です。市長等から市政の課題等についての説明、報
告を受けたり、議員間の討議を行ったりするために開催されます。

議会広報紙の編集、市民との意見交換会等に関する協議を行います。

※1　条例で５つの常任委員会を設置しており、委員の任期は２年です。

※２　予算決算委員会各分科会は各常任委員会の委員により構成されており、分科会ごとに研
究テーマを設定しています（研究テーマについては、17ページ参照）。

※３　各協議会は、各常任委員会の委員で構成されています。市長等から市の事務事業の報告、
説明を受けるために開催されます。
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②委員会 さまざまな分野の議案や請願・陳情は委員会において専門的な視点からより詳し
く審査を行います。

論点整理①　審査前の準備
委員会に所属する議員同士で、政策における論
点（問題認識）などを確認します。ここに至る
まで、各委員会では、事前に調査や政策課題の
洗い出しなどを行っています。（16ページ参照）

論点整理②　委員間討議
説明や質疑を経て、再度委員同士で論点を基に議論
します。会津若松市議会では「なぜそのような決定
に至ったのか」という議論の経過も含めた説明責任
を果たすため、この過程を重要視しています。

内容説明
議案等の提出者（執
行機関等）から議案
等の内容について説
明があります。

討 論
委員が賛成・反
対の立場から意
見を述べます。

質 疑
議決するため、説明
を受けた内容の疑問
点について質問しま
す。

表 決
委 員 会 で の 賛
成・反対の意思
を決定します。

定
例
会
議
・
臨
時
会
議

①本会議

③本会議

本会議は、議員全員で構成される会議で、市議会としての意思決定（議決）はすべ
て本会議で行われます。

開 

会

散 

会

案件付議
議案を本会
議の議題に
します。

提案
理由説明

提案者が提案す
る議案の内容と
理由を説明しま
す。

一般質問
（代表質問）

議員が市政全般に
ついて質問します。
12 月定例会議は各
会派の代表者が質
問する代表質問も
行われます。

総括質疑
議員が、提出
された議案に
関して質問し
ます。

委員会
付託

議案等の審査を
担当する委員会
に委ねます。

委員長報告
委員会の議論の
結果を報告しま
す。

質 疑
報告に対す
る疑義を質
問して確認
します。

討 論
議員が表決
の前に、賛
成・反対の
意見を表明
します。

表 決
市議会とし
て賛成また
は反対の意
思を決定し
ます。

議員間討議
議案に対して適
切 な 説 明 責 任・
議決責任を果た
す た め、 議 員 同
士で自由に討議
します。

会津若松市議会は、条例で定例会を年１回開催することと定めており、８月から翌年の７月末までの
１年間を会期とする通年議会を導入しています。また、定例的に開く会議として、６月、９月、12月、
２月に定例会議を設けています。定例会議以外の期間に突発的な事態や緊急の行政課題などが発生した
場合には、臨時会議を開催します。議会で決定したことを基に、市は様々な事業等を進めます。
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